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 第 1章は序論であり，本研究の背景，目的および構成を述べている。 
 第 2章では，大気吸込み式超音速風洞の壁面境界層内の速度を計測し，従来の報告されている測定値
と比較することにより，本研究で使用するステレオ PIV システムの測定結果の信頼性を検証している。


















 第 5章は結論である。 
 以上要するに本論文は，ステレオ PIVにより速度の 3成分の平均及び変動統計量並びに速度変動の空
間相関を求め，超音速噴射流れ場の乱流構造を解明すると共に，それに対する上流の変動や噴射気体種
の影響を調べたもので，航空宇宙工学および推進工学の発展に寄与するところが少なくない。 
